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を
構
え
て
い
た
こ
と
が
気
に
か
か
る
（
中
野
上
町
で
の
生
活
は
一
九
二

四
年
九
月
か
ら
一
九
二
五
年
一
〇
月
ま
で
）。「
去
年
は
街
の
真
中
に
住

ん
で
み
た
。
今
年
は
郊
外
に
住
ん
で
み
た
」（「
青
年
」『
大
阪
朝
日
新
聞
』

一
九
二
五
・
八
・
一
一
）
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、『
文
芸
時
代
』
を

創
刊
し
数
多
く
の
〝「
街
」
も
の
〟
を
発
表
し
て
き
た
時
期
に
横
光
は

都
市
で
は
な
く
、
郊
外
に
住
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。 

　

同
時
代
に
お
け
る
郊
外
は
、
東
京
中
心
部
の
補
完
機
能
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
き
た
。
主
な
理
由
と
し
て
は
、
①
東
京
市
内
の
人
口
増
に

よ
る
住
宅
地
の
開
拓
の
必
要
性
（
東
京
市
役
所
編
『
東
京
市
域
拡
張
史
』

東
京
市
役
所
、
一
九
三
四
・
一
〇
、
54
頁
）、
②
都
市
部
で
の
貧
困
問

題
や
税
金
苦
（
小
川
図
南
「
大
都
の
生
活
（
12
）」『
大
阪
毎
日
新
聞
』

一
九
一
六
・
九
・
三
〇
）、
③
自
然
や
健
康
志
向
の
高
ま
り
（「
郊
外
生

活
者
の
感
想
」『
中
央
公
論
』「
都
市
と
田
園
」
号
、
一
九
二
一
・
七
）

な
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
拍
車
を
か
け
た
の
は
関
東
大
震
災
で
あ
っ
た
。

中
野
の
震
災
被
害
が
比
較
的
軽
微
だ
っ
た
た
め
「
震
災
以
後
、
東
京
市

中
心
地
域
の
住
民
は
一
挙
に
周
辺
部
に
流
出
し
、東
京
独
特
の
「
郊
外
」

（
中
略
）
が
と
く
に
西
部
方
面
に
開
け
て
い
っ
た
が
、
中
野
区
地
域
は

そ
の
中
心
の
一
つ
と
な
っ
た
」（
安
藤
良
雄
「
中
野
の
四
〇
〇
年
」『
中

野
区
民
生
活
史 

第
一
巻
』中
野
区
民
生
活
史
編
集
委
員
会
編
、中
野
区
、

一
九
八
二
・
九
、
12
頁
）。 

　

横
光
の
こ
の
郊
外
生
活
を
も
と
に
し
た
作
品
に
「
慄
へ
る
薔
薇
」
が

あ
る
。
郊
外
へ
移
住
す
る
前
、
画
家
で
あ
る
良
人
は
「
壺
の
中
で
一
輪

　
　
　

秋
が
深
く
な
つ
て
来
た
。
彼
は
長
ら
く
望
ん
で
ゐ
た
郊
外
へ
変

つ
て
来
た
。 

（「
慄
へ
る
薔
薇
」『
新
小
説
』
一
九
二
五
・
一
） 

　

習
作
期
か
ら
新
感
覚
派
時
代
の
横
光
利
一
の
作
品
を
概
観
す
れ
ば
、

農
村
か
ら
都
市
へ
と
い
っ
た
緩
や
か
な
推
移
が
読
み
取
れ
る
。例
え
ば
、

磯
貝
英
夫
は
「
頭
な
ら
び
に
腹
」（『
文
芸
時
代
』
一
九
二
四
・
一
〇
）

を
「
農
村
的
な
も
の
と
都
市
的
な
も
の
と
を
同
時
に
含
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
ち
ょ
う
ど
、
そ
の
両
者
の
分
水
嶺
を
な
し
て
い
る
」
作
品
だ
と
位

置
づ
け
（「
一
つ
の
分
水
嶺
」『
日
本
文
学
』
一
九
七
三
・
二
）、
田
口

律
男
は
都
市
を
舞
台
と
し
た
〝「
街
」
も
の
〟
と
新
感
覚
派
文
学
と
の

関
係
性
を
解
明
し
て
い
る
（「
横
光
利
一
「
街
の
底
」
論
」『
都
市
テ
ク

ス
ト
論
序
説
』
松
籟
社
、
二
〇
〇
六
・
二
）。 

　

な
る
ほ
ど
、
た
し
か
に
現
在
の
横
光
利
一
研
究
に
お
い
て
農
村
と
都

市
は
有
効
な
テ
ー
マ
で
あ
ろ
う
。し
か
し
、新
感
覚
派
と
称
さ
れ
て
い
っ

た
時
期
に
横
光
は
、
郊
外
で
あ
る
中
野
上
町
（
現
在
の
中
野
区
）
に
居

《
横
光
利
一
術
語
集
》

「
郊
外
」（
中
野
上
町
）
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感
覚
派
の
感
覚
的
表
徴
と
は
、一
言
で
云
ふ
と
自
然
の
外
相
を
剥
奪
し
、

物
自
体
に
躍
り
込
む
主
観
の
直
感
的
触
発
物
」
と
述
べ
て
い
る
。
川
端

康
成
は
横
光
文
学
の
特
徴
に
つ
い
て
「
万
物
を
直
観
し
て
全
て
を
生
命

化
し
て
ゐ
る
。
対
象
に
個
性
的
な
、
ま
た
、
捉
へ
た
瞬
間
の
特
殊
な
状

態
に
適
当
な
、生
命
を
与
へ
て
ゐ
る
」（「
新
進
作
家
の
新
傾
向
解
説
」『
文

芸
時
代
』
一
九
二
五
・
一
）
と
評
し
て
い
る
。 

　
「
慄
へ
る
薔
薇
」
の
良
人
は
、
当
初
「
真
赤
に
咲
い
て
ゐ
た
」
薔
薇

を
写
生
し
て
い
た
が
、
郊
外
に
転
居
後
、
徐
々
に
知
覚
・
感
覚
・
主
観

を
動
員
し
て
対
象
を
描
こ
う
と
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
良
人
の
認
識

や
芸
術
観
は
「
感
覚
活
動
」
で
提
出
し
た
問
題
と
も
通
じ
て
い
る
だ
ろ

う
。
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
シ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
が
「
生
の
感
覚
を
回
復
し
、
事

物
を
意
識
せ
ん
が
た
め
に
、
石
を
石
ら
し
く
す
る
た
め
に
、
芸
術
と
名

づ
け
ら
れ
る
も
の
が
存
在
す
る
の
だ
」（「
方
法
と
し
て
の
芸
術
」『
散
文

の
理
論
』
水
野
忠
夫
訳
、
せ
り
か
書
房
、
一
九
七
一
・
六
、
15
頁
）
と

宣
言
し
た
よ
う
に
、「
無
生
物
」
で
あ
る
石
を
描
こ
う
と
す
る
「
慄
へ

る
薔
薇
」
の
良
人
は
ま
さ
に
「
感
覚
活
動
」
の
実
践
者
な
の
で
あ
る
。 

　

こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
と
、
一
九
二
四
年
か
ら
一
九
二
五
年
に
か

け
て
の
郊
外
生
活
は
、
横
光
に
都
市
（
の
人
々
）
を
相
対
化
す
る
契
機

を
与
え
、
加
え
て
横
光
の
新
感
覚
派
理
論
の
一
端
を
担
う
重
要
な
ト
ポ

ス
だ
と
い
え
る
。

き
り
り
と
真
赤
に
咲
い
て
ゐ
た
」
薔
薇
を
写
生
し
て
い
た
。
郊
外
に
移

住
後
は
、
庭
に
咲
い
て
い
た
薔
薇
の
「
何
の
意
味
も
な
い
黙
然
と
し
た

感
興
が
色
彩
の
華
や
か
な
そ
れ
だ
け
に
淋
し
く
て
面
白
」
く
感
じ
絵
画

を
完
成
さ
せ
る
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
の
絵
画
に
つ
い
て
も
結
局
そ
れ
が

妻
と
の
口
論
の
遠
因
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
後
、
意
気
消
沈
し
た
良

人
が
見
出
し
た
の
は
、
庭
に
埋
も
れ
て
い
た
石
で
あ
っ
た
。 

　
　
　

彼
に
は
今
は
何
物
よ
り
そ
の
静
に
動
か
ぬ
石
が
心
を
牽
い
た
。

彼
は
そ
の
石
を
見
詰
め
て
ゐ
る
と
、
街
上
で
無
数
に
跳
ぬマ
マ

廻
つ
て

ゐ
る
人
々
が
新
鮮
に
跳
ね
れ
ば
跳
ね
る
程
だ
ん
だ
ん
分
裂
し
な
が

ら
無
生
物
に
近
づ
い
て
ゐ
る
や
う
に
思
は
れ
出
し
た
。
さ
う
し
て

そ
れ
と
は
全
く
反
対
に
此
の
動
か
ぬ
石
は
、
そ
の
や
う
に
静
か
で

あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
一
途
に
深
く
澄
み
渡
つ
て
ひ
と
り
新
鮮
に
延
び

る
べ
き
も
の
へ
向
つ
て
延
び
て
ゐ
る
や
う
な
感
じ
さ
へ
し
始
め

た
。
彼
は
そ
の
石
を
明
日
か
ら
画
き
た
か
つ
た
。 

　

良
人
は
こ
の
石
に
つ
い
て
、「
一
途
に
深
く
澄
み
渡
つ
て
ひ
と
り
新

鮮
に
延
び
る
べ
き
も
の
へ
向
つ
て
延
び
て
ゐ
る
や
う
」
に
感
じ
、
明
日

か
ら
描
こ
う
と
決
意
す
る
。
ま
た
そ
の
静
か
な
石
と
対
比
さ
せ
、
都
市

で
の
群
衆
が
「
無
生
物
に
近
づ
い
て
ゐ
る
」
と
い
う
認
識
に
至
る
。
良

人
は
外
部
、
つ
ま
り
郊
外
の
視
点
か
ら
都
市
部
の
人
々
を
捉
え
直
そ
う

と
し
て
い
る
。 

　

と
こ
ろ
で
、「
慄
へ
る
薔
薇
」
の
翌
月
に
横
光
は
「
感
覚
活
動
」（『
文

芸
時
代
』
一
九
二
五
・
二
）
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
こ
で
横
光
は
「
新


